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In this study, we focus on clarifying the influence of ways of information gathering by using Internet on idea
generation. We conducted an idea generation experiment which followed information gathering by using Internet
search. As a result, many participants gathered technical information about the target of idea generation task
which contributed to the result that the ideas generated by them were rated lower in terms of Originality and New
Value. This way of information gathering was considered to be caused by the participants ’tendency of Internet
search such as using search words which seemed closely related to the task given and following links from one page
to another. Our findings suggest that the tendency to gather technical information, which occurs with the use of
Internet search, negatively affect performance in creative idea generation.

1. 情報収集傾向とアイデア生成の関係

1.1 情報の多様性とアイデア生成の関係
新しいアイデアを生成するときに，我々はしばしば，アイ

デアの対象に関する情報を収集してからアイデア生成を行う．
例えば，数年後のデジタルカメラについてアイデアを考える場
合，デジタルカメラの機能や性能などの技術的な情報，デジタ
ルカメラの現在の売り上げに関する情報，人によってはデジタ
ルカメラとはあまり関係のないファッションや生活環境などに
関する情報など，何らかの情報を収集した上で，アイデア生成
のための参考にする．そのため，どのような情報を収集するの
か，つまりアイデア生成者の情報収集傾向は，生成されるアイ
デアの質に大きな影響を与えていると考えられる．
技術者や専門家は，アイデア生成対象に関する情報をあらか
じめ持っているのに対して，そういった情報をあらかじめ持っ
ていない場合でも，関連性がある程度低い情報を参照すること
が，生成されるアイデアの質に促進的に働く可能性も指摘され
ている．清河・鷲田・植田・Peng[清河 10]は，「未来の社会シ
ナリオ」を考えさせるという課題を用いて，実験参加者に課題
に関する複数の記事を呈示し，その中から必要な記事を 3 種
類選択させ，未来の社会シナリオを 2つ考えさせる実験を行っ
た．そして，実験参加者が選んだ 3 種類の記事の内容と生成
した 2つの未来の社会シナリオの質との関連を分析した結果，
3種類の記事の関連性が低すぎず，高すぎもしない場合に，生
成される未来の社会シナリオの質が高くなると分析している．
これらの先行研究をまとめると，収集された情報の関連性が低
い（適度に低い）場合，アイデアの質（創造性）が高くなるこ
とが示唆される．

連絡先: 和嶋雄一郎，東京大学大学院情報学環，東京都目黒区
駒場 3-8-1，ywajima@iii.u-tokyo.ac.jp

1.2 インターネットによる情報収集
一方，近年のインターネットに代表される情報技術の発展

によって，情報収集の方法が変化してきている．インターネッ
トの発展によって，個人がアクセスできる情報の量が膨大に
なり，現在も急激な勢いで増え続けている．米国の調査会社
IDC が発行している Digital Universe のレポートによると，
2020 年までに生成あるいは複製されるデジタル情報量は 40

ゼッタバイトに達する見込みだとしている [Gantz 12]．また，
インターネットが一般の人々に利用され始めた初期の頃から，
情報収集は人々がインターネットを利用する主要な目的のひ
とつであることが多くの調査で明らかにされている（例えば，
[Katz 97, 総務 12]）．実際に，インターネットの利用用途に
関する調査では，電子メールに次いで情報検索目的の利用が多
いことが報告されている [内閣 13, 総務 08, 総務 13]．さらに，
NTTデータ経営研究所の調査 [NTTデ 13]によれば，43.1%の
企業がインターネット上にある情報を何らかの形で調査・分析
していることが報告されている．このように，多くの情報がイ
ンターネット上に存在する現在，企業での商品開発や研究活動
においても，インターネットから必要な情報を収集し，製品や
サービスなどのアイデアを生成する際のヒントとすることが日
常化していると考えられる．

1.3 本論文の目的
それでは，近年日常化しているインターネットを利用した情

報収集では，どのような情報が収集されているのであろうか．
またその情報を利用して生成されたアイデアはどのような質を
持つものになるのであろうか．これらの疑問は先行研究で明ら
かになっていないため，アイデア生成のための情報収集におい
てインターネットを利用した際に，どのような情報収集傾向が
見られるのか，また，そのような情報収集傾向の違いが，収集
した情報を利用して生成されるアイデアの質にどのような影響
を与えるのかを検討する必要がある．そこで，本論文では上記
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を検討し，ここ十年あまりで急速に普及し，数ある人工物の中
でも日常的に我々がもっとも接していると考えられるインター
ネットが我々の情報収集活動に与える影響と，さらにインター
ネット上での情報収集活動がアイデア生成という我々の創造的
活動に与える影響の一端を明らかにする．現実のインターネッ
ト利用に近い状況を再現することを重視し，厳密な統制実験で
はない，一種の社会実験というスタイルをとる．そのため，実
際に近い状況でのアイデア生成のための情報検索をインター
ネットで行わせる．その情報収集傾向から実験参加者をカテゴ
リーに分類し，カテゴリー内でのアイデア生成の違いを検討す
る．

2. 実験方法

2.1 目的と概要
本研究では，アイデア生成のためのインターネットによる情

報収集傾向と生成されるアイデアの質との関係を明らかにする
ために，実験参加者に，与えられたアイデア生成課題に必要だ
と考える情報をインターネット上の検索サイトを用いて収集さ
せてから，収集した情報を参照しながらアイデア生成を行わせ
る実験を実施した．実験参加者が収集した情報を分析すること
で，インターネットを利用した場合の情報収集傾向を明らかに
し，その情報収集傾向とアイデア生成課題で生成されたアイデ
アの質との関係を検討した．∗1

実験で用いた課題は，植田・鷲田・有田・清水 [植田 10]で用
いられている「デジタル一眼レフカメラ課題」とした．植田
他 [植田 10]は，イノベータ（革新的採用者．主に技術者）と
アーリアダプタ（初期採用者．新しい製品などを積極的に取り
入れるユーザ）のそれぞれにこの課題を与えた場合，生成さ
れたアイデアの質が異なっていたことを報告している．また，
製品やサービスなどのアイデアを生成する際，技術者とユー
ザとでは収集する情報が異なっていることが指摘されている
[Nelson 82, Stuart 96, Kristensson 04] ．植田他 [植田 10]に
おいても，技術者（イノベータ）とユーザ（アーリーアダプ
タ）で情報収集傾向が異なっている可能性が指摘されており，
そのため，生成されたアイデアの質が異なっていたと推察する
ことができる．つまり，「デジタル一眼レフカメラ課題」は，情
報収集傾向の違いによって，生成されるアイデアの質が異なる
可能性のある課題だと考えられる．したがって，情報収集傾向
とアイデア生成課題で生成されたアイデアの質との関係を明ら
かにするために有用な課題だと判断し，本実験で採用した．

2.2 実験参加者と課題
実験には 20～29 歳（M=25.9, SD=7.59）のデジタル一眼

レフカメラ製品についてのアイデア生成の経験のない 20名が
参加した．実験参加者に技術者は含まれていなかった．なお，
1名については実験中に情報収集を行った画面の記録ができて
いなかったため，その 1名を除く 19名のデータを分析対象と
した．実験は 2010年 6月～9月に実施された．実験で用いた
アイデア生成課題は「デジタル一眼レフカメラ課題」（下記）
であった．

デジタル一眼レフカメラ課題
「数年後（2015年頃）を想定して，デジタル一眼レフカメラ
はどのように変化していると思いますか？ どんなことでも結

∗1 本実験は，著者の所属機関のヒトを対象とした実験研究に関する
倫理委員会の審査を受け，承認された上で実施した．

構ですので，あなたのアイデアやイメージを教えて下さい．」

2.3 手続き
次の手順で実験を実施した．

1. 実験参加者に課題，検索エンジン (Google)とブックマー
クの利用方法について説明した．

2. 実験開始の合図とともに，実験参加者に課題を確認して
もらった上で，20分間検索エンジン (Google)を利用し
て，課題に取り組む際に必要だと考える情報を検索して
もらった．アイデア記入時にもう一度参照したい情報を
再検索させると，実験参加者によっては再検索に多くの
時間が費やされてしまうため，検索時に，アイデア記入
時にも参照したいと思うページにはブックマークをして
もらった．また，アイデア記入時にブックマークから情
報を探す際に，メモを利用する方法とブックマークした
ページに名前をつける方法の 2つの方法が考えられたが，
両者の方法のどちらも採用すると分析が煩雑になるため，
ブックマークしたページに名前をつけることのみを許可
した．

3. 20分間が経過したら，アイデアの記入に移ってもらった．
アイデアの記入の制限時間も 20 分間とした．なお，ア
イデア記入時はブックマークしたページのみを閲覧可能
とした．また，記入できるアイデアの数に制限は設けな
かった．

3. 分析方法

3.1 情報収集傾向の同定
各実験参加者が閲覧したウェブページの割合を定量化するた

めに，実験参加者が情報収集を行っている際に閲覧したウェブ
ページを分類した．その際，各実験参加者の情報探索中の PC

の画面の記録を見ながら，そこに表示されているウェブページ
の内容を確認しつつ作業を行った．収集した情報の関連性の観
点から分析を行うために，アイデア生成対象であるデジタル一
眼レフカメラに直接関連している情報であるか否かを基準に
分類を行った．具体的には，まず，デジタル一眼レフカメラに
直接関係のある情報が記載されているウェブページであるかど
うかを判断した．デジタル一眼レフカメラに直接関係のない
情報（例えば，家電やアイデア法などの情報）だと判定した場
合，「その他」に分類した．デジタル一眼レフカメラに直接関係
のある情報であると判定した場合は，さらに「デジタル一眼レ
フカメラの機能や規格（性能）に関する情報を含むページ」，
「デジタル一眼レフカメラのランキングや今後の動向，用途な
どの情報を含むページ」であるかを判断し，それぞれ「技術」，
「利用動向」に分類した．
このように，実験参加者が検索・閲覧したウェブページを「技
術」，「利用動向」，「その他」の 3つに分類した．分類作業は，
本論文の第 1著者から第 3著者までの 3名がそれぞれ独立に
行い，2名以上が同じ分類を行ったウェブページのみを分析対
象とした．さらに，閲覧したウェブページの数が実験参加者に
よって異なるため，実験参加者ごとに閲覧したウェブページの
分類の割合（分析対象のウェブページ総数に占める各分類の
ウェブページ数の割合）を計算し，情報収集傾向を同定するた
めのデータとした．
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3.2 実験参加者のアイデアの評価と収集した情報との
関係

実験参加者が記入したすべてのアイデアに対して，5名の評
定者（マーケティング実務者 4名，情報科学分野の研究者 1名）
に 5段階（1～5で数字が大きくなるほど高評価）で以下の評
定項目に関して評価してもらった．Kristensson，Gustafsson,

& Archer [Kristensson 04]が心理学や社会心理学の研究をレ
ビューして集約した，アイデアを評価するための次の 3 つの
基準を評定項目として採用した．∗2

1. Originality（アイデアがどの程度独自か）

2. New Value（アイデアがどの程度生活に対する価値を有
するか）

3. Reality（アイデアが技術的な観点からどの程度現実的か）

さらにこれらの評定項目について，各アイデアの 5 名の評
定値を平均し，その値を評定項目ごとの各アイデアの評定値
とした．各実験参加者の最も評価の高いアイデアを分析対象
とするため，各アイデアの評定値の合計を計算し，実験参加
者ごとに最も大きな評定値が得られたアイデアを分析対象と
した ．そして，実験参加者ごとに，最も評価の高いアイデア
のOriginality，New Value，Realityの評定値と情報収集傾向
（「技術」，「利用動向」，「その他」の割合）の関係を分析するた
めに，各評定値と情報収集傾向との間でスピアマンの順位相関
係数を計算した．

3.3 情報収集傾向とアイデアの評価の関係
閲覧したウェブページの分類の割合を用いた分類（3.1節の

分析）の結果から，情報収集傾向の違いによって実験参加者を
いくつかのグループに分けることができる．まず，クラスタ分
析を用いて，実験参加者を情報収集傾向の違いによってグルー
プ分けした．次にそれらのグループごとにアイデア評価（3.2

節の分析）で得られたOriginality，New Value，Realityの評
定値の平均値を計算し，情報収集傾向とアイデアの評価にどの
ような関係があるのかを分析した．

4. 結果

4.1 情報収集傾向
実験参加者が表示したウェブページから，検索結果などの

ページを除外したところ，合計 341ページが閲覧されており，
実験参加者１人あたり平均して 17.9ページ（SD=7.97）を閲
覧していた．これらのウェブページの分類を行ったところ，2

人以上が同じ分類を行ったページは 274 ページとなった（全
体の 80.4%）．この 274ページの分類の内訳は，「技術」が 153

ページ（55.8%），「利用動向」が 71 ページ（26.0%），「その
他」が 50ページ（18.2%）となっていた．この結果を見ると，
「技術」に関するウェブページが多く閲覧されていることがわ
かる．

4.2 アイデアの評価と収集した情報との関係
生成されたアイデアは合計 128 個となり，実験参加者一人

当たり平均 6.7個（SD=2.86）のアイデアを生成していた．生
成されたすべてのアイデアに対する 5 名の評定者による評定

∗2 アイデアの内容は個人情報に該当するため公開できない．

表 1: 情報収集傾向ごとのアイデア評定値

Originality New Value Reality

技術 2.77 2.94 3.17

技術＋利用動向 2.22 2.47 3.58

その他 3.57 3.67 2.63

値の一致度を調べるために，ケンドールの一致係数Wを算出
したところ，それぞれ，Originalityは.52，New Valueは.49，
Realityは.25となり，いずれも 5%水準で有意であった．この
ことから，いずれの評定項目においても，評定者による評定の
違いはなかったと言える．
各実験参加者の最も評価の高いアイデアの Originality，New

Value，Reality の評定値と情報収集傾向（「技術」，「利用動
向」，「その他」の割合）の関係を分析するために，評定値と情
報収集傾向のスピアマンの順位相関係数を計算した．その結
果，New Valueと「その他」に有意な正の相関（n = 19, r =

.47, p < .05）, また，Originality と「その他」に有意傾向で
はあるが正の相関が見られた（n = 19, r = .40, p < .1）．

4.3 情報収集傾向とアイデアの評価の関係
4.1で得られた結果を利用して実験参加者ごとに分類の割合

を計算し，クラスタ分析（ユーグリッド距離，ウォード法）に
よって実験参加者を分類した．その結果を用いて，実験参加者
を 3つに分類したところ，閲覧した情報のほとんどが「技術」
の情報であったグループ（クラスタ 1）に 7名，「技術」の情報
を一番多く閲覧し次に「利用動向」の情報を多く閲覧していた
グループ（クラスタ 2）に 9名，「その他」の情報を一番多く閲
覧していたグループ（クラスタ 3）に 3名が分類された．クラ
スタ毎に算出された，「技術」，「利用動向」，「その他」のページ
を閲覧していた割合は，クラスタ 1 は「技術」0.90，「利用動
向」0.10，「その他」0.00，クラスタ 2は「技術」0.49，「利用動
向」0.40，「その他」0.11，クラスタ 3は「技術」0.30，「利用動
向」0.10，「その他」0.61となった．
クラスタ分析の結果から，実験参加者は，情報収集傾向によっ
て 3 つのグループ（「技術」グループ，「技術＋利用動向」グ
ループ，「その他」グループ）に分けられることがわかった．こ
こでは，情報収集傾向によって分けられたグループの間で，ア
イデアの評価にどのような違いがあるのかを分析するために，
グループごとにOriginality，New Value，Realityの平均値を
計算した（表 1）．
「その他」グループに分類された実験参加者が 3 名であった
ため統計的な検定は行わず，定性的に検討する．「その他」の
グループのアイデアは他のグループと比較して，Originality，
New Value が最も高く評価され，Reality が最も低く評価さ
れていた．また，「技術」＋「利用動向」のグループのアイデ
アは他のグループと比較して，Realityが最も高く評価されて
いる一方，Originalityと New Valueは最も低く評価されてい
た．「技術」のグループのアイデアは，Originality，New Value,

Realityのいずれにおいても，他のグループと比較して，中間
の評価を受けていた．
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5. 総合考察

5.1 結果のまとめ
アイデア生成を行う際のインターネットを利用した情報収

集では，「技術」に関するウェブページの閲覧が多く見られる
ことが明らかになった。加えて，アイデア生成を行う際のイン
ターネットを利用した情報収集傾向は，「技術」に関する情報
を多く収集する傾向を持つグループ（「技術」グループ），「技
術」と「利用動向」に関する情報を収集する傾向を持つグルー
プ（「技術＋利用動向」グループ），「技術」と「利用動向」以
外の情報を収集する傾向のあるグループ（「その他」グループ）
の 3つに分けられることが明らかになった．
生成されたアイデアの評定と情報収集の関係については，アイ
デアの対象（本実験の場合には，デジタル一眼レフカメラ）に直
接関係のない情報（本実験の場合，アナログ式カメラ，iPhone

のカメラ機能，防犯カメラ，カメラと関係ない情報（家電，人
の目）など）を収集する傾向が強い「その他」グループにおい
て，生成されたアイデアの Originality と New Value の評価
が高くなることが示された．それに対して，「技術＋利用動向」
グループでは，Realityの評価が高いアイデアが生成されてい
た．
このように，本研究では，技術的な情報を多く探索したグルー
プ（「技術」，「技術」＋「利用動向」）のアイデアは Realityの
点で高く評価された一方，「その他」のグループのアイデアは
Originality，New Valueの点で高く評価されていることが明
らかになった．この結果を，先行研究で指摘されている収集さ
れた情報の関連性という点から見れば，「技術」グループは，技
術的な情報を多く収集し，関連性の高い情報を元にアイデアを
生成した結果，独自性の低いアイデアが生成されたと解釈する
ことができる．「技術＋利用動向」グループに関しては，技術
的な情報以外にも利用動向に関する情報も収集していたとい
う点では，関連性がやや低い情報を収集したと考えることもで
きる．しかし，利用動向に関する情報も「デジタル一眼レフカ
メラ」の利用動向に関する情報であった．そこから考えると，
「技術＋利用動向」グループの収集したアイデアも，アイデア
生成対象に関わる情報を多く集めたことになり，関連性の高い
情報を収集していたと考えることができる．そのため，「技術＋
利用動向」グループでは，独自性が低く評価されるアイデアが
生成されたと考えることができる．一方，「その他」グループ
では，「技術」グループや「技術＋利用動向」とは異なり，「デ
ジタル一眼レフカメラ」に関する技術的な情報や利用動向に関
する情報があまり収集されていなかったため，収集された情報
の関連性が低くなったと考えられる．そのため，独自性の高い
アイデアが生成されたと考えることができる．
イノベーションの分野では，アイデアの生成において，Orig-

inality，New Valueの高いアイデアの重要性が指摘されてい
る [Lilien 02, Fuchs 11, Berthon 07]．本研究の結果から，イ
ンターネットを利用した情報収集では関連性の高い情報が収集
されやすいことが示されているため，インターネットの利用方
法によってはイノベーティブなアイデアの生成が妨げられる可
能性を指摘できる．便利な人工物であるインターネットの利用
が，実は創造的活動を妨害している可能性があるという本論文
の示唆は，人工物と創造的活動の関係について，新しい観点を
もたらすと考えている．
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